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◆１～４ページ◆ 

　平成24年度 社会福祉法人誠心会

　地域生活相談室せんとらる主催講演会

　

平
成
25
年
３
月
10
日
（
日
）
ス
パ
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
「
ラ
ピ
ー
タ
」

に
て
、
県
内
外
の
施
設
関
係
者
、
行
政
関

係
者
、
保
護
者
等
、
１
５
０
名
を
超
え
る

参
加
の
も
と
、
当
法
人
地
域
生
活
相
談
室

せ
ん
と
ら
る
主
催
の
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
法
人
を
代
表
し
て
理
事
長

松
﨑
有
一
よ
り
、
ま
た
、
共
催
を
代
表
し

て
、
い
わ
き
市
長
渡
辺
敬
夫
様
よ
り
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し
て
衆
議

院
議
員
吉
野
正
芳
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
無
事
に
開
催

で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

演
題 

　

「
障
害
者
総
合
支
援
法
の
目
指
す
社
会

 

～
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～｣

　

厚
生
労
働
省

  

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部

  　
　
　

障
害
福
祉
課
長
　
　

辺
見
　

聡

Ⅰ 

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て

　

障
害
児
・
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、 

障
害
福
祉

施
設
等
の
復
旧
と
併
せ
て
、
地
域
の
サ
ー

ビ
ス
基
盤
体
制
を
再
構
築
（
ハ
ー
ド
面
の

復
興
支
援
）
と 

行
政
、
医
療
・
福
祉
関

係
者
、
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
協

働
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
ソ
フ

ト
面
の
復
興
支
援
）
を
実
施
。

（
ハ
ー
ド
面
）

○ 

障
害
福
祉
施
設
等
の
災
害
復
旧 

（
特
別

立
法
等
に
よ
り
補
助
率
を
嵩
上
げ
）

○ 

事
業
再
開
の
た
め
の
設
備
の
整
備

 

（
ソ
フ
ト
面
）

○ 

被
災
地
に
お
け
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

基
盤
整
備
事
業

（
趣 

旨
）
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地

の
事
業
所
が
安
定
し
た
事
業
運
営
が

で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
圏
域
（
23

圏
域
）
ご
と
に
復
興
支
援
拠
点
を
設

置
し
、
商
品
開
発
や
共
同
受
注
等
を

行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、①
受
注
業
務
の
確
保
、

②
業
態
転
換
の
支
援
、
③
流
通
経
路

の
再
建
や
販
路
確
保
・
拡
大
な
ど
の

支
援
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
被
災

事
業
所
に
派
遣
し
、
そ
の
復
興
を
強

力
に
進
め
る
。

Ⅱ 

　

障
害
福
祉
施
策
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て

① 

　

措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
へ
（
Ｈ

15
）

○
支
援
費
制
度
の
意
義

　

 

多
様
化
・
増
大
化
す
る
障
害
福
祉
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応

　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
制
度
構
築

〈
措
置
制
度
〉

・
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定

・
行
政
が
事
業
者
を
特
定

・ 

事
業
者
行
政
か
ら
の
受
託
者
と
し
て

 

サ
ー
ビ
ス
提
供

〈
支
援
費
制
度
〉

・ 

障
害
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
（
サ
ー
ビ

 

ス
利
用
意
向
）

・
事
業
者
と
利
用
者
が
対
等

・
契
約
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用

② 

　

支
援
費
制
度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
へ

〈「
障
害
者
自
立
支
援
法
」の
ポ
イ
ン
ト
〉


障
害
者
施
策
を
３
障
害
一
元
化

○ 

３
障
害
の
制
度
格
差
を
解
消
（
精
神
障

害
者
を
対
象
に
加
え
る
）

○ 

市
町
村
に
実
施
主
体
を
一
元
化
し
、
都

道
府
県
は
こ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平
成
24
年
度
　

社
会
福
祉
法
人
誠
心
会

地
域
生
活
相
談
室
せ
ん
と
ら
る
主
催
講
演
会
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 

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
再
編

○ 
33
種
類
に
分
か
れ
た
施
設
体
系
を
再
編

し
、
日
中
活
動
支
援
と
夜
間
の
居
住
支

援
を
分
離

　

 

あ
わ
せ
て
、「
地
域
生
活
支
援
」「
就
労

支
援
」
の
た
め
の
事
業
や
重
度
の
障
害

者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
創
設

○ 

規
制
緩
和
を
進
め
既
存
の
社
会
資
源
を

活
用


新
た
な
就
労
支
援
事
業
を
創
設

○
就
労
支
援
の
抜
本
的
強
化

○
雇
用
施
策
と
の
連
携
を
強
化


支
給
決
定
の
透
明
化
、
明
確
化

○ 

支
援
の
必
要
度
に
関
す
る
客
観
的
な
尺

度
（
障
害
程
度
区
分
）
を
導
入

○ 

審
査
会
の
意
見
聴
取
な
ど
支
給
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
透
明
化


安
定
的
な
財
源
の
確
保

○ 

国
の
費
用
負
担
の
責
任
を
強
化
（
費
用

の
１
／
２
を
負
担
）

○ 

利
用
者
も
応
分
の
費
用
を
負
担
（
皆
で

支
え
る
仕
組
み
）

　

 Ⅲ
　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
つ
い
て

〈
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト
〉

１
．
障
害
の
な
い
市
民
と
の
平
等
と
公
平

２
．
谷
間
や
空
白
の
解
消

３
．
格
差
の
是
正

４
．
放
置
で
き
な
い
社
会
問
題
の
解
決

５ 

．
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
サ
ー

ビ
ス

６
．
安
定
し
た
予
算
の
確
保

〈
障
害
者
総
合
支
援
法
の
概
要
〉

① 

　

障
害
者
の
範
囲
（
障
害
児
の
範
囲
も

同
様
に
対
応
。）

　

 「
制
度
の
谷
間
」
を
埋
め
る
べ
く
、
障

害
者
の
範
囲
に
難
病
等
を
加
え
る
。

○ 

制
度
の
谷
間
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る

観
点
か
ら
、
障
害
者
の
定
義
に
新
た
に

難
病
等
（
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な

い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ

て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の

程
度
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度

で
あ
る
者
）を
追
加
し
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
対
象
と
す
る
。
　

　
　

②
　

障
害
支
援
区
分
の
創
設

　

 

　

「
障
害
程
度
区
分
」
に
つ
い
て
、
障

害
の
多
様
な
特
性
そ
の
他
の
心
身
の
状

態
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
標
準
的
な

支
援
の
度
合
い
を
総
合
的
に
示
す
「
障

害
支
援
区
分
」
に
改
め
る
。

　

※ 

障
害
支
援
区
分
の
認
定
が
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
て

行
わ
れ
る
よ
う
、
区
分
の
制
定
に
当

た
っ
て
は
適
切
な
配
慮
等
を
行
う
。

○ 

「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障
害
支
援
区

分
」
に
改
め
、そ
の
定
義
を
「
障

害
者
等
の
障
害
の
多
様
な
特
性

そ
の
他
の
心
身
の
状
態
に
応
じ

て
必
要
と
さ
れ
る
標
準
的
な
支

援
の
度
合
を
総
合
的
に
示
す
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
区
分
」
と
す
る
。

③
　

障
害
者
に
対
す
る
支
援

  

 

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大

（
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
等

で
あ
っ
て
常
時
介
護
を
要
す

る
障
害
者
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
）

　

 

共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー

ム
）
の
共
同
生
活
援
助
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
へ
の
一
元
化

　

 

地
域
移
行
支
援
の
対
象
拡
大(

地
域

に
お
け
る
生
活
に
移
行
す
る
た
め
重

点
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
者
で

あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
を
加
え
る
）

  

 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
追
加
（
障
害

者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

研
修
や
啓
発
を
行
う
事
業
、
意
思
疎

通
支
援
を
行
う
者
を
養
成
す
る
事
業

等
）

④
　

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
計
画
的
整
備

　

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制

の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項

及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
障
害
福
祉

計
画
の
策
定

　

 

基
本
指
針
・
障
害
福
祉
計
画
に
関
す

る
定
期
的
な
検
証
と
見
直
し
を
法
定

化

　

 

市
町
村
は
障
害
福
祉
計
画
を
作
成
す

る
に
当
た
っ
て
、
障
害
者
等
の
ニ
ー

ズ
把
握
等
を
行
う
こ
と
を
努
力
義
務

化

　

 

自
立
支
援
協
議
会
の
名
称
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
る
よ
う
弾
力
化
す
る
と
と
も
に
、

当
事
者
や
家
族
の
参
画
を
明
確
化
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Ⅳ 
　

障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
改
正
に
つ

い
て

　

 （
平
成
22
年
12
月
３
日
成
立
、
同
12
月

10
日
公
布
）

〈
趣
旨
〉

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お

け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施

策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
け
る
障
害
者

等
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の
法
改
正
で

あ
る
こ
と
を
明
記

〈
概
要
〉

①
　

利
用
者
負
担
の
見
直
し

　

利
用
者
負
担
（
応
能
負
担
原
則
）

－

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
補
装
具
の
利
用

者
負
担
を
合
算
し
負
担
を
軽
減

◆ 

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
障
害
者
自
立
支

援
法
の
施
行
に
よ
り
、
定
率
負
担
を
原

則
と
し
て
、
所
得
に
応
じ
て
１
月
当
た

り
の
負
担
上
限
月
額
を
設
定
（
介
護
保

険
並
び
）

◆ 

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
実
質
的
な
応
能

負
担
と
し
て
、
低
所
得
（
市
町
村
民
税

非
課
税
）
の
利
用
者
負
担
を
無
料
化

◆ 

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
法
律
上
も
応
能

負
担
を
原
則
と
す
る
こ
と
が
明
確
化

（
平
成
22
年
12
月
の
議
員
立
法
に
よ
る

障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
改
正
法

に
よ
り
措
置
）

②
　

障
害
者
の
範
囲
の
見
直
し

－ 
発
達
障
害
が
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対

象
と
な
る
こ
と
を
明
確
化

③
　

相
談
支
援
の
充
実

－ 
相
談
支
援
体
制
の
強
化

　

－ 
支
給
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

（
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
を
勘

案
）、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成

の
対
象
者
の
大
幅
な
拡
大

◆ 

市
町
村
は
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

と
し
て
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
指

定
を
受
け
た
特
定
相
談
支
援
事
業
者
が

作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
の

提
出
を
求
め
、
こ
れ
を
勘
案
し
て
支
給

決
定
を
行
う
。

　

＊ 
上
記
の
計
画
案
に
代
え
て
、
指
定
特

定
相
談
支
援
事
業
者
以
外
の
者
が
作

成
す
る
計
画
案
（
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
）

を
提
出
可
。

　

＊ 

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
対
象
者

を
拡
大
す
る
。

◆ 

支
給
決
定
時
の
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
、
及
び
支
給
決
定
後
の
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
の
見
直
し
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
に
つ
い
て
、
計
画
相
談
支
援
給

付
費
を
支
給
す
る
。

④
　

障
害
児
支
援
の
強
化

○ 

障
害
の
あ
る
児
童
が
身
近
な
地
域
で
適

切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
併
せ
て
、
年
齢
や
障
害
特

性
に
応
じ
た
専
門
的
な
支
援
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
質
の
確
保
を
図
る
。

　

＊ 

児
童
福
祉
法
を
基
本
と
し
て
身
近
な

地
域
で
の
支
援
を
充
実

　
　

 （
障
害
種
別
等
で
分
か
れ
て
い
る
施

設
の
一
元
化
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
主
体
を
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ

移
行
）

　
－ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
保
育
所

等
訪
問
支
援
の
創
設

　

－ 
在
園
期
間
の
延
長
措
置
の
見
直
し
　

■
障
害
児
施
設
の
一
元
化

　

従
来
の
障
害
種
別
で
分
か
れ
て
い
た
障

害
児
施
設
を
、
通
所
に
よ
る
支
援
を
「
障

害
児
通
所
支
援
（
児
童
発
達
支
等
）」、
入

所
に
よ
る
支
援
を「
障
害
児
入
所
支
援（
障

害
児
入
所
施
設
）」
に
そ
れ
ぞ
れ
一
元
化

■ 

障
害
児
通
所
支
援
の
実
施
主
体
を
市
町

村
へ
移
行

　

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
は
身
近
な

市
町
村
に
変
更
。
こ
れ
に
よ
り
障
害
者
自

立
支
援
法
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
サ
ー

ビ
ス
の
一
体
的
な
提
供
が
可
能
。

■ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
所
等

訪
問
支
援
の
創
設

　

学
齢
児
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
創

設
し
、
放
課
後
支
援
を
充
実
。
ま
た
、
障

害
が
あ
っ
て
も
保
育
所
等
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
。

■
在
園
期
間
の
延
長
措
置
の
見
直
し

　

18
歳
以
上
の
障
害
児
施
設
入
所
者
に
対

し
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
年
齢
に
応
じ
た
適
切
な

支
援
を
提
供
。
　
　
　

　

＊ 

現
に
入
所
し
て
い
た
者
が
退
所
さ
せ

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤ 

　

地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
生
活
の
た

め
の
支
援
の
充
実

　

－ 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
利

用
の
際
の
助
成
を
創
設

　

－ 
重
度
の
視
覚
障
害
者
の
移
動
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
設（
同
行
援
護
。

個
別
給
付
化
）

＊ 

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
る
教
育
と

福
祉
の
連
携
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て

〈
趣
旨
〉

　

学
校
と
障
害
児
通
所
支
援
を
提
供
す
る

事
業
所
や
障
害
児
入
所
施
設
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
（
以
下
「
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
等
」
と
い
う
。）
が

緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
等

で
作
成
す
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
及
び

個
別
の
指
導
計
画
（
以
下
「
個
別
の
教
育

支
援
計
画
等
」
と
い
う
。）
と
障
害
児
相

談
支
援
事
業
所
で
作
成
す
る
障
害
児
支
援

利
用
計
画
及
び
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

等
で
作
成
す
る
個
別
支
援
計
画（
以
下「
障

害
児
支
援
利
用
計
画
等
」
と
い
う
。）
が
、

個
人
情
報
に
留
意
し
つ
つ
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
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〈
留
意
事
項
〉

１
　

相
談
支
援
　

　

 

　

障
害
児
支
援
利
用
計
画
等
の
作
成
を

担
当
す
る
相
談
支
援
事
業
所
と
個
別
の

教
育
支
援
計
画
等
の
作
成
を
担
当
す
る

学
校
等
が
密
接
に
連
絡
調
整
を
行
い
、

就
学
前
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
か
ら
就

学
へ
の
移
行
、
学
齢
期
に
利
用
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
学

校
卒
業
に
当
た
っ
て
地
域
生
活
に
向
け

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
移
行
が
円

滑
に
進
む
よ
う
、
保
護
者
の
了
解
を
得

つ
つ
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

２
　

障
害
児
支
援
の
強
化

　


保
育
所
等
訪
問
支
援
の
創
設

　
　

 

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
効
果
的
に
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、
保
育
所
等
訪
問
支

援
の
訪
問
先
施
設
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
該
当
す
る
障
害
児

の
状
況
の
把
握
や
支
援
方
法
等
に
つ

い
て
、
訪
問
先
施
設
と
保
育
所
等
訪

問
支
援
事
業
所
、
保
護
者
と
の
間
で

情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
十
分
調

整
し
た
上
で
、
必
要
な
対
応
が
な
さ

れ
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

　


個
別
支
援
計
画
の
作
成

　
　

 

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
の
児

童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
と
教
員
等

が
連
携
し
、
障
害
児
通
所
支
援
等
に

お
け
る
個
別
支
援
計
画
と
学
校
に
お

け
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
と
の

連
携
を
保
護
者
の
了
解
を
得
つ
つ
確

保
し
、
相
乗
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、必
要
な
配
慮
を
お
願
い
す
る
。 

Ⅴ
　

障
害
者
虐
待
防
止
対
策
等
に
つ
い
て

　
　

 （
平
成
23
年
６
月
17
日
成
立
、
同
６

月
24
日
公
布
）

〈
目
的
〉

　

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
が
障
害
者
の
尊

厳
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
障
害
者
の
自

立
及
び
社
会
参
加
に
と
っ
て
障
害
者
に
対

す
る
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
障
害
者
に
対

す
る
虐
待
の
禁
止
、
国
等
の
責
務
、
障
害

者
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
に
対
す
る
保
護

及
び
自
立
の
支
援
の
た
め
の
措
置
、
養
護

者
に
対
す
る
支
援
の
た
め
の
措
置
等
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、障
害
者
虐
待
の
防
止
、

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
施
策

を
促
進
し
、
も
っ
て
障
害
者
の
権
利
利
益

の
擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〈
定
義
〉

１ 

　

｢

障
害
者｣

と
は
、
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害

が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会

的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
・

社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状

態
に
あ
る
も
の
を
い
う
（
改
正
後
障
害

者
基
本
法
2
条
１
号
）。

２ 

　

｢

障
害
者
虐
待｣

と
は
、
①
養
護
者
に

よ
る
障
害
者
虐
待
、
②
障
害
者
福
祉
施

設
従
事
者
等
に
よ
る
障
害
者
虐
待
、
③

使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
を
い
う
。

３ 

　

障
害
者
虐
待
の
類
型
は
、
①
身
体
的

虐
待
、
②
ネ
グ
レ
ク
ト
、
③
心
理
的
虐

待
、
④
性
的
虐
待
、
⑤
経
済
的
虐
待

Ⅶ  

障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て 

○ 

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
者
等
に
か

か
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利
用
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

〈
現
行
の
取
扱
（
対
象
者
）〉

① 

　

就
労
経
験
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
年

齢
や
体
力
の
面
で
一
般
企
業
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
者

② 

　

就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
（
暫
定

支
給
決
定
に
お
け
る
利
用
を
含
む
）
し

た
結
果
、
本
事
業
の
利
用
が
適
当
と
判

断
さ
れ
た
者

③ 

　

①
、②
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、

50
歳
に
達
し
て
い
る
者
、
又
は
障
害
基

礎
年
金
１
級
受
給
者

④ 

　

①
、②
、③
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ

て
、
地
域
に
一
般
就
労
や
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
に
よ
る
雇
用
の
場
が
乏

し
い
こ
と
や
、
就
労
移
行
支
援
事
業
者

が
少
な
く
、
一
般
就
労
へ
移
行
す
る
こ

と
が
困
難
と
市
町
村
が
判
断
し
た
地
域

に
お
け
る
本
事
業
の
利
用
希
望
者
　

（
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
の
経
過
措
置
）

〈
平
成
25
年
4
月
以
降
の
取
扱
（
案
）〉

① 

　

就
労
経
験
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
年

齢
や
体
力
の
面
で
一
般
企
業
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
者

② 

　

就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
（
暫
定

支
給
決
定
に
お
け
る
利
用
を
含
む
）
し

た
結
果
、
本
事
業
の
利
用
が
適
当
と
判

断
さ
れ
た
者

③ 

　

①
、②
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、

50
歳
に
達
し
て
い
る
者
、
又
は
障
害
基

礎
年
金
１
級
受
給
者

④ 

　

①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
者
で
あ
っ
て
、
一
般
就
労
や
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
よ
る
雇
用

の
場
が
乏
し
い
こ
と
や
就
労
移
行
支
援

事
業
者
が
少
な
い
地
域
に
お
い
て
、
協

議
会
等
か
ら
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
般
就
労
へ
移
行
す
る
こ
と
が

困
難
と
市
町
村
が
判
断
し
た
本
事
業
の

利
用
希
望
者
（
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

の
経
過
措
置
）

＊
講
演
会
を
終
え
て

　

ご
多
忙
の
中
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
、
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
方
々
か
ら
は
多
く
の
ご
質
問
が
あ

り
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
立
場
の
方
々

と
意
見
交
換
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変

貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
利

用
者
支
援
に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
今
後

と
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　１月23日(水)、「スパ・リゾート・ハワ

イアンズ」にて新年会を行ないました。

　スパリゾート・ハワイアンズは映画「フ

ラガール」で全国的に有名になり、現在は

東日本大震災後のいわき市の復興の為に、

全国キャラバンを行なっています。

　新年会の前日から食事のテーブルは誰と

食べるのか、催し物には誰が来るのか等、

何度も確認していました。当日も寒い日で

したが、いつもは起床時間ぎりぎりまで

寝ている方も朝早くに起き準備しており、

各々に楽しみにされている様子が見られま

した。

　施設長から新年の挨拶を頂き、乾杯の音頭をと

ると、次々と運ばれてくる料理に目が釘付けとな

りました。鍋料理やお刺身など、豪華な料理に利

用者の箸は止まらず、会話も弾んでいました。

　本物のフラガールによるフラダンスショーは、

優しいウクレレの音楽と華やかなフラガールの踊

りに利用者も真剣に見入っており、映画の中でも

披露されたフラダンスでは自然と手拍子をとって

いました。その後、フラガールと一緒に写真を撮

る際には満面な笑顔が見られました。

　昨年一年を無事に過ごせたことと、今年一年ま

た健康に過ごせる事を祈って今年の新年会を終え

る事が出来ました。

　２月１日(金)、午前中に作業を終え天真庵にて

新年会を行ないました。手作りの料理を食べなが

ら、今年の抱負を一人一人発表していきました。

普段、お話好きな人も緊張した様子で「仕事頑張

ります」「毎日出勤できるように頑張る」等の抱

負を発表していきました。

　食後には、カルタやトランプと全員でゲームを

行ない、楽しい新年会になりました。

やしおみ荘やしおみ荘

天　真　庵天　真　庵

ふじみの園ふじみの園

　１月18日(金)、ふじみの園の食堂

にて新年会が行なわれました。今回

は寿司やオードブル等の豪華な料理

が並び、喜びの声が多く聞かれまし

た。

　新年の目標を発表する等、それぞ

れに会を楽しむ様子が見られまし

た。終始和やかな雰囲気の中、新た

な年に期待を込め新年初のイベント

となりました。
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　豆 ま き　豆 ま き　　ふじみの園　　ふじみの園

　節　分　節　分　　ちゃーむ　　ちゃーむ

　初　釜　初　釜　　やしおみ荘　　やしおみ荘

　２月１日(金)、園内にて節分の豆まきを行ないまし

た。朝より「今日は豆まきだ」等の声が聞かれ、張り

切っていた様子でした。今年は男性利用者１名、女子

利用者１名が年男・年女でした。食堂に集まり、職員

から豆まき・節分の由来の説明を聞き、職員と共に年

男・年女が豆やチョコレートをまきました。その後皆

さんおいしそうな顔をしながら食べ、今年も怪我や事

故のない一年を送って欲しいと思いました。

　２月１日(金)、豆まきを行いました。

　利用者がこの日のために作っておいた鬼のかぶりも

のをかぶり、豆をまく利用者も鬼はまだかまだかと

待っていました。

　みんなの心の中にいる鬼はどんな鬼なのか尋ねると

「おこりんぼう鬼」「泣き虫鬼」など色々な答えが返っ

てきました。外から職員が扮するこわ～い鬼が入って

くると、一斉に「鬼は外!!」と豆まき開始です。鬼に

驚いて逃げる利用者や、夢中になって豆まきする姿

も…。

　そして鬼は無事逃げて

いきました。ほっとした

ところで、みんなで落花

生をひろい食べました。

落花生は、ＮＰＯ法人明

るい社会づくり運動福島

県小名浜・常磐地区協議

会の方からいただきました。ありがとうございました。

　１月10日(木)、やしおみ荘に

て初釜を行いました。

　荘では高齢の方が増えてきた

為、以前は畳のある集会室にて

行っていましたが、体調面を考

慮し椅子のある食堂で行いまし

た。

　利用者の方々も楽しみにされ

ており、順番が来るのを今か今

かと心待ちにしている様子が窺

えました。

　初釜のお菓子は遠野饅頭。大

きなお饅頭で皆さんも大喜び。

お茶サークルの利用者が点てた

抹茶をすすりながら、嬉しそう

に嗜んでおられました。

　今年も一年、健康に過ごせま

すように…そんな思いを込めな

がら今年の初釜を終えました。

　カラオケ大会　カラオケ大会　　虹のかけはし　　虹のかけはし

　２月11日（月）は、虹のかけはしの利用者たちが待

ちに待ったカラオケ大会でした。午前中で作業を終え、

外食も兼ねてのカラオケ大会が開催されました。参加

者全員が一つの部屋であった為中々順番が周ってこな

い中でも、一緒にうたったり、踊ったり、またカラオ

ケ以外でもバイキングを楽しむなどそれぞれが楽しい

一時を過ごす事が出来た様子でした。終盤ではいつの

間にか全員でうたっている状態で部屋全体が一体とな

り大盛り上がりで、時間はあっというまに過ぎてしま

いました。最後は名残惜しい様子でしたが「また次回

のお楽しみ、また明日からも作業頑張る。」と日頃の

作業の合間をぬってのカラオケ大会は癒しと活力にも

つながった素敵な会となりました。
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誠心会　苦情解決実績集計表 　　平成24年４月１日～ 25年２月28日

分　　　類

や
し
お
み
荘

ふ
じ
み
の
園

レ
ジ
デ
ン
ス

な

こ

そ

Ｃ
Ｈ
あ
た
ご

Ｃ

Ｈ

お
か
お
な

Ｓ

Ｓ

ほ

っ

と

あ
く
て
ぃ
ぶ

ち
ゃ
ー
む

せ
ん
と
ら
る

虹

の

か
け
は
し

し
お
さ
い

天

真

庵

計

食 事 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

そ の 他 ケ ア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

看 護 サ ー ビ ス 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

医 療 サ ー ビ ス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生 活 支 援 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3

その他のプログラム 45 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46

相 談・ 連 絡 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 3

居 住 環 境 5 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

職 員 の 対 応 2 7 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 13

利 用 者 間 の 関 係 8 12 25 0 3 1 0 0 0 1 0 0 50

制度に関するもの 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合 　 計 64 30 25 0 3 3 3 1 0 2 0 0 131

話 し 合 い で 解 決 60 15 2 0 3 3 3 0 0 0 0 0 86

改 善 で 解 決 4 14 17 0 0 0 0 1 0 2 0 0 38

未 解 決 0 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

　カラオケ大会　カラオケ大会　　ワークセンターしおさい　　ワークセンターしおさい

　大倉保育園との交流会　大倉保育園との交流会　　やしおみ荘　　やしおみ荘

　１月25日(金)、午前中に作業を終え、まねきねこに

てカラオケ大会が開催されました。それぞれ曲リスト

を持参し、わくわくした様子で会を迎えました。会が

始まると、アニメや演歌、アイドルの歌を熱唱してい

ました。中にはダンスも交え、皆盛り上がった様子が

見られました。普段の仕事に取り組む姿とはまた違っ

た一面が窺えました。

　今年も、皆揃ってスタートができ嬉しく思います。

新たな気持ちでお仕事頑張りましょう。

　２月19日(火)、毎年恒例の大倉保育園の園児との交

流会を当施設の体育館にて行いました。昨年はインフ

ルエンザの流行で中止となってしまいましたが、今年

は二年ぶりに行なう事ができ、園児の元気な姿を見る

事が出来ました。始めは少し緊張気味の園児達でした

が、すぐに場にも慣れ、普段通りの元気な姿でお遊戯

や歌を披露していました。利用者との交流では、園児

と一緒にわらべ歌や手遊び等を行い、楽しい時間を過

ごすことができました。最後に、園児からは花束、利

用者からは折り紙や絵等、お互いにプレゼント交換を

しました。別れる時には、利用者から「またおいでね。」

と声を掛けられ、園児達も嬉しそうに帰っていく姿が

見られました。園児達の元気な姿に皆さんとても笑顔

が見られ、終始和やかな雰囲気でした。

　第15回精神保健福祉士に受験し、合格する事が出来

ました。今回、仙台で受験しましたが、当日は雪の影

響で高速道路が途中不通となってしまいました。あま

り勉強できなかった事もあり、今回の受験はやめて引

き返そうかと思いましたが、とりあえず受験だけはし

ようと、仙台まで普段の倍の時間を掛けて移動しまし

た。結果、合格する事ができました。あきらめずに前

向きに考えたのが良かったのかもしれません。現在、

相談業務に従事しておりますが、この資格取得が少し

でも利用者支援に役立てられればと思っております。

祝・精神保健福祉士
　　国家資格取得　おめでとう!!

地域生活相談室せんとらる

主幹　渡辺　誠二郎
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　新年を迎えてから早くも３か

月を過ぎようとしています。仕

事や趣味をしていると一日一日

経つ事がとてもはやく、あっという間に季節も流れていくよ

うに思います。また車で出勤している為、ゆっくりと季節の

変化を感じる機会も少なくなってきた事に最近気が付きまし

た。これからは花が彩り香る季節から新緑が深まる季節に移

り変わっていきます。季節や身の回りの大きな変化だけでは

なく、身近の小さな変化にも目が向けられるよう心と時間に

余裕を持っていきたいと思います。

編
集 後 記

４月
◎お花見
５月
◎ウォーキング
６月
◎ビデオ鑑賞

４月
◎お花見
５月
◎ 障がい者総合体育大会

４月
◎お花見
５月
◎歩行者天国

４月
◎お花見
◎かしま荘朝市
５月
◎ 磐城高校コンサート
◎かしま荘朝市
６月
◎ボウリング大会
◎かしま荘朝市

５月
◎ 障がい者総合体育
大会

４月
◎お花見
５月
◎こどもの日

６月
◎陶芸

６月
◎カラオケ大会

これからこれからの 予予予予定定
やしおみ荘

児童デイサービスちゃーむ

  佐藤理容所 様寄付を頂いた方

ふじみの園

虹のかけはし

グループホーム・ケアホーム

天真庵

ワークセンターしおさい

人　事　異　動
氏　　名 新 氏　　名 新

内山　　正 総務部次長 猪狩　美咲 総務部付事務員

森　　清香
入所事業部やしおみ荘生活支援部
副主任ケースワーカー

遠藤　史穂
入所事業部やしおみ荘生活支援部
副主任ケースワーカー

菊地　　修
入所事業部やしおみ荘生活支援部
副主任ケースワーカー

菅　　里枝
入所事業部やしおみ荘生活支援部
臨時ケースワーカー

菅波佐知子
入所事業部やしおみ荘生活支援部
臨時ケースワーカー

木村　　大
入所事業部ふじみの園生活支援部
主任ケースワーカー

関根　　亮
入所事業部ふじみの園生活支援部
ケースワーカー

江間　若菜
入所事業部ふじみの園生活支援部
臨時ケースワーカー

岡ノ谷紗彩
入所事業部ふじみの園生活支援部
臨時ケースワーカー

岩屋　伸典
通所事業部就労継続支援事業Ｂ型
しおさいケースワーカー

小林　明子
通所事業部就労継続支援事業Ｂ型
天真庵臨時ケースワーカー
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